
令和 5年度 社会福祉法人 富門華会 事業報告書

I.法人の現況

1.令和 5年度の活動状況総括

(1)事業経過及びその成果

障がい者福祉事業においては、施設の新築により令和 5年 2月 1日 から障害者支援施設富門華

として事業を開始 し、今年度は初めて丸 1年を経過 した年度であつた。利用者が一層安心のでき

る穏やかで安定した生活を日々過ごすことができるよう最大限に支援に取り組んだ。 旧富門華

寮と第二富門華寮の建物の解体も7月 には無事完了し、全工程を終えた。また、新設 したグルー

プホーム 「なのはな」については富岡ホームと一体化 した事業所として 4月 1日 から事業を開始

し、女性 6名 が利用を開始 した。こちらも快適な生活を送 り、充実した日々をグループホームで

過ごすことができるよう支援を行った。

高齢者福祉事業においては、新型コロナが 5類に移行後も感染予防対策に努めていたが、デイ

サービスにおいて 2回、合計 8日 間休業をしてお り、引き続き警戒を必要としているものの、そ

れぞれの事業所において、感染予防と面会や行事の緩和や再開等に取り組んでいる。

各事業所においては、職員の新規採用が困難を極める中ではあったが、短時間勤務の職員を採

用することにより、派遣や外国人労働者に依存することなく運営ができている。

建物や備品などの経年劣化に伴い、修復や交換等が目立ってきている中、安平町の指定管理施

設である一般型デイサービスセンターサックルとグループホームさかえでは、修繕や備品の購入

などを担ってもらうことができた。また、これらの施設においては、今後町が進めるゼロカーボ

ンシティにおいて太陽光による電力発電が計画されてお り、すでに一次調査を終了している。な

お、この計画に対しケアハウスも同様の取扱いをしていただけるよう要望書を安平町に対 し提出

している。

2.重点項目の取り組み

(1)障がい者グループホーム 「なのはな」新規開設と障がい者事業の運営の安定化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.障がい者グループホーム「な

のはな」の開設 と事業運営の

開女台

。4月 1日 富岡ホームと一体化 した共同生活援助事業所 (住居の追

加、定員 6名 )と して事業を開始

・利用者の個別支援計画の把握と支援実施、評価等のケアマネジメ

ン トの実施、サービス担当者会議の実施

・管理者、サービス管理責任者、生活支援員、世話人間の打合せ・

会議等の実施 と連携の強化、確実な情報の伝達および共有化

・地域社会との良好な関係構築

・利用者家族等への情報提供

2.障がい者支援施設富門華 (本

体施設)の事業運営の安定化

・各ユニット内とユニット間相互の打合せや会議等の実施と職員間

の連携強化、情報の伝達と共有化

・職員業務分担と役割の明確化
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・最低限必要な職員確保と養成

・担当利用者の個別支援計画の内容把握と支援の実施・評価

・利用者家族等への報告・情報提供

3.利用者支援における支援方

法等の統一化と明確化

。会議、打合せ等による各事項における課題・問題点の確認と整理

・統一した支援方法等の検討

・ユニット職員間並びに全職種間での情報の共有化と連携の強化

(2)施設整備事業の完了

(3)利用者の権利擁護及び虐待防止対策の強化

(4)リ スク管理の強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.旧 富門華寮及び第二富門華

寮の施設建物の解体事業の完

了

。解体工事設計監理業務委託

・解体工事入札執行、工事契約

。解体工事完了

・解体工事費、監理業務費支払

・建物滅失登記

・建物滅失による定款変更認可

2/25

4/20

7/20

8/25

8/25

9/ 8

1,650,000円 (税込み)

54,450,000円 (税込み)

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.各事業所における取 り組み 。人権侵害ゼロヘの誓いへの宣誓署名

・職員の各種研修等への積極的参加 と情報の共有化

。日々の打合せ、会議等での課題提起と事案発生防止対策の確認

。虐待防止に関する事項の職員への情報提供

。他法人・事業所における取組等の情報収集

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.新型 コロナ ウィルス感染症

等防止対策の継続

。感染症防止対策に係る備品等の確保と点検

・情報収集と各事業所内などでの対策検討会議等の実施と情報の共

有化

・ウィズコロナにおける利用者の日常生活に関する事項の検討

。法人、事業所間の相互支援・協力体制の調整 と強化

。その他の感染症等の情報収集と対策強化
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2.防災・減災備品等の整備と職

員教育

・各種災害の洗い出し及び対策の立案 (地震、火災、大雨、暴風雪

停電、断水等)

。障がい者事業所並びに高齢者事業所のBCP(事 業継続計画)の

策定

。各事業所における現有防災備品の確認

・防災 。減災関連用品の補充

。定期的な避難訓練棟の実施

3。 その他 ジスク管理 ・利用者の病気予防と怪我などの事故防止対策

・ヒヤリハット事例報告と検討による事故等発生防止対策強化

・食中毒、熱中症等対策の実施

・利用者への誤薬の防止強化対策の実施

。施設運営に係るその他のリスク管理の考察と対策

(5)法人組織内の連携強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.法人事務局体制強化 ・法人運営会議や打合せ会議等の実施

・各事業所間の相互協力、連携強化と業務分担 (施設整備、法人運

営担当)

。外国人労働者に関する情報収集 と採用への検討

。他法人、施設等に関する情報収集

Ь働きがいのある働きやすい労働・職場環境の構築努力

2.関係機関・組織。団体との連

携

。安平町 (健康福祉課等)そ の他行政機関との相互協力

・安平町社会福祉協議会との相互協力

・医療機関、他法人・福祉事業所等との相互協力

。自治会活動への積極的な参加協力

。その他福祉協会等との連携、協力

3。 理事会・評議員会 。理事会の開催 (施設整備、施設運営他)

・役員への情報提供

・定時評議員会の開催及び評議員への情報の提供

4.富門華会地域公益活動 ・地域公益活動実施要綱に基づく活動 (事業)の実施

。関係者への情報提供と活動の周知

。その他活動 (認知症オレンジカフェヘの協力、自治会活動の参力日
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保育園、こども園、小中学校等への協力、安平町社会福祉協議会

の役員・評議員就任等の協力など)

5,安平町在宅介護支援センタ

ー業務委託

。安平町高齢者等訪問調査の実施

・要支援者、家族からのヘルプコールや緊急時の現場対応の実施

。実施報告書の作成による安平町への報告

。安平町徘徊高齢者 SOSネ ットワークヘの参加協力

・安平町地域包括支援センターヘの業務連絡の実施による連携

(6)人材確保と職員の育成、職員の資質向上

(7)法人・各事業所の経営・財政基盤の強化

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1.人材確保 。法人及び各事業所のPRと 求人活動の継続

・各メディアの活用

・ハローワーク等各関係機関との連携と情報収集

・外国人労働者に関する情報収集 と採用の検討

。他法人・事業所等に関する情報収集

・労働条件の改善と均等待遇

2.職員の育成・資質の向上 ・各事業所における日々の打合せ、随時の会議 。研修会開催

。理事長、管理者による職員面談の実施

・外部研修会に関する情報収集 と積極的参加

・他法人 。事業所の取組等の情報収集

実 施 項 目 実 施 状 況 等

1,現行事業における報酬の確

保

・利用希望待機者の受入れによる利用率の確保

・障がい度、介護度の高い利用者の積極的な受入れ

。関係機関との連携強化と情報収集及び情報提供

・各事業所における効率的・効果的な支出の実施と経費の節約

・各種法令・基準等に基づく適正な法人・事業所運営の実施

。法人 。事業所のPR(ホ ームページその他 )

2.事業経営収支状況分析 と対

策

・事業計画と適正な予算作成及び執行

・入所利用率の維持努力の実施

。収入増を目指すための各種報酬加算や処遇改善力日算の取得
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3.各事業所における収支点検

及び適正化

・各事業所における日々の支出点検、問題・課題の検討

・各事業所の月次試算表による財政状況の定期点検の実施

3.事業収支及び財産の状況 (一般会計)

①収支の推移 単位 :千円

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令 4・ 令 5年度比較増減

サ ー ビス活 動 収 益 744,646 798,981 746,133 △  52,848

サー ビス活動費用 709,178 720,298 759,748 39,450

サー ビス活動外収益 7,587 7, 662 10,182 2,520

サー ビス活動他費用 2,400 1,990 3,063 1,073

経 常 増 減 差 額 40,655 84,355 △  6,496 △  90,851

特  別  収  益 80,523 547,494 0 △  547,494

特  別  費  用 85,753 548,153 73,914 △  474,239

特 別 増 減 差 額 △  5,239 △  659 △  73,914 △  73,255

当期活動増減差額 35,425 83,696 △  80,410 △  164,106

②資産 。負債の推移 単位 :千円

令和 3年度末 令和 4年度末 令和 5年度末 令 4・ 令 5年度比較増減

流 動 資 産 347,515 464,588 400,748 △  63,840

固 定 資 産 1,124,503 2,249,866 2,132,968 △  116,898

資 産 合 計 1,472,018 2,714,454 2,533,716 △  180,738

流 動 負 債 64,279 134,835 97,716 △  37,119

固 定 負 債 85,092 638,639 606 989 △  31,650

負 債 合 計 149,371 773,474 704,705 △  68,769

純   財   産 1,322,647 1,940,980 1,829,011 △  111,969

4.今後対処すべき課題

①障がい者 。高齢者事業所の経営・財政基盤の強化と安定化

②福祉医療機構からの借入金の確実な返済 (富門華、なのはなグループホーム)

③新型ヨロナウイルス感染症対策、地震・火災・洪水等の防災・減災対策等リスク管理対策の強化

④利用者の権利擁護と虐待防止対策並びに利用者の生活の質の向上

⑤職員の倫理意識・資質の向上、優秀な人材確保

⑥法令・基準に基づく適正な法人及び事業所運営並びに法人本部機能の強化

⑦地域公益活動の実施と充実化

③障がい者事業所の利用者の高齢化 。重度化への対策

⑨高齢者事業所利用者の加齢及び介護度の高まりに対する対策

⑩法人 。施設50周年記念事業の実施検討
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Ⅱ.法人の概要及び実施する事業

1.主たる事務所の所在地

〒0591434 北海道勇払郡安平町早来富岡 129番地 1

2.事業の種別

(1)第 1種社会福祉事業

(ア )障害者支援施設の経営

(イ )軽費老人ホームの経営

(2)第 2種社会福祉事業

(ア )障害福祉サービス事業の経営

(イ )老人デイサービス事業サンクルの受託経営

(ウ )認知症対応型老人共同生活援助事業 (安平町認知症高齢者グループホームさかえ)の受託経営

3.事業の種類及び名称等

4.施設サービス利用者の推移

単位 :人

名 称 施 設 長 所 在 地 定員 (人 )

富門華 (障害者支援施設) 戸 田 好 枝 安平町早来富岡 129
生活介護

入所支援

112

90

あけばのグループホーム (共同生活援助事業) 戸 田 好 枝 安平町早来大町 99 4

富岡ホーム (共同生活援助事業) 〃 安平町早来富岡 131外 10

ケアハウスサックル 中 田 良 彦 安平町早来栄町 157 30

安平町デイサービスセンターサンクル

(安平町指定管理者施設)

〃 〃

一般型  20
認知症対応型 10

安平町認知症高齢者グループホームさかえ

(安平町指定管理者施設)

〃

管理者 佐々木睦美
安平町早来栄町 133 9

名 称 令和 3年度末 令和 4年度末 令和 5年度末 令 4・ 令 5年度比較増減

富   門  華 47 生 104 入 97 生 H2 入 89 生 8 入△ 8

あけばのグループホーム 3 4 4 0

富 岡 ホ ー ム 4 4 9 5

ケアハ ウスサ ンクル 29 29 29 0

デイサービス サックル
1日 平均

16.2

1日 平均

14.7

1日 平均

10.6

1日 平均

△  4.1

グループホームさかえ 8 9 9 0
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5,施設職員数の推移

単位 :人

名   称 令和 3年度末 令和 4年度末 令和 5年度末 令 4・ 令 5年度比較増減

富  門 華

正 18 36 29 △  7

臨 17 42 40 △  2

計 35 78 69 △  9

富 岡 ホーム

正 2 2

臨 6 6

計 8 8

ケ ア ハ ウ ス

サ ン ク ル

正 3 4 4 1

臨 14 13 14 1

計 17 17 18 1

デ イ サ ー ビス

サ ッ ク ル

正 4 3 3 0

臨 18 16 16 0

計 22 19 19 0

グループホーム

さ  か  え

正 1 1 1 0

臨 7 8 9 1

計 8 9 10 1

※デイサービスは、一般型・認知症対応型及びサックル介護保険相談所を含む           各年度末日現在

あけばのG H3名 は世話人 3名 を配置

正 :正職員  臨 :非常勤・パー トを含む

6.借入金残高 (令和 6年 3月 31日 現在)

(独)福祉医療機構  499,056,000円 (富門華新築工事資金 )

(独)福祉医療機構   54,600,000円 (な のはなグループホーム新築工事資金 )

7.補助金関係

・軽費老人ホーム運営費北海道補助金 (ケ アハウスサックル)

・北海道物価高騰対策支援金       (富 門華)

(あ けばのグループホーム)

(富岡ホーム)

(ケ アハウスサックル)

(グループホームさかえ)

・北海道食材料費支援金         (富 門華)

(あ けばのグループホーム)

(富岡ホーム)

(ケアハウスサックル)

(デイサービスサックル)

15,140,340円

900,000円

40,000円

100,000円

300,000円

90,000円

576,000円

25,600円

64,000円

192,000円

66,000円
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・安平町敬老会支援交付金

8.監 査 等

(1)法人監事による監査実施 日、内容等

。令和 5.6.1 令和 4年度事業報告書・計算書類・付属明細書・財産目録関係、会計事務所による

巡回監査結果、利用者預かり金・小遣い帳処理関係、宮門華寮 。第二富門華寮解体

工事に係る入札執行及び契約締結、理事長の職務執行状況

。令和 5,9。 11 理事長の業務執行状況、法人現況報告書、役員変更登記、資産総額変更登記、利

用者預かり金・小遣い帳処理、定款変更認可申請、建物滅失登記関係、給食施設栄

養指導結果、感染症対策状況、会計事務所による巡回監査結果

・令和 5.11.21 理事長の職務執行状況、会計事務所による巡回監査結果、労働災害発生と対策関

係、産業医選任状況、避難訓練実施状況、利用者預かり金・小遣い帳処理

・令和 6.2.28 理事長の業務執行状況、北海道監査委員による監査結果及び改善状況、業務継続

計画 (BCP)策定状況、利用者預かり金・小遣い処理、会計事務所経理巡回監査結果、

富門華短期入所指定申請、デイサービスセンターサックル指定更新関係、法人会

議 。運営会議

(2)税理士法人さくら総合会計による巡回監査実施 日、内容

・令和 5.5。 25 令和 5年 1～3月 会計処理、令和 4年度決算、財務書類

。令和 5,9.6 令和 5年 4～ 8月 各拠点区分会計処理、伝票修正、8月 末収支状況

。令和 5.H.14 令和 5年 9～ 10月 各拠点区分会計処理、伝票修正

・令和 6.2.13 令和 5年 H～ 1月 各拠点区分会計処理、運営費還付処理

(3)胆振総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導、その他

・令和 5.4.6 障害福祉サービス事業者等現況報告書 (富門華、あけばのグループホーム、

富岡ホーム)

・令和 5,4。 11 介護保険施設等現況報告書 (ケ アハウスサックル、デイサービスサックル)

・令和 5.5。 1 介護保険施設等現況報告書 (サ ックル介護保険相談所)

。令和 5。 6.29 社会福祉法人現況報告書及び財務諸表等電子開示

・令和 5。 10.5 北海道監査委員 (地方自治法による)補助金監査

。令和 5。 10。 10 介護サービス情報公表更新 (ケ アハウスサックル、デーサービスサンクル )

・令和 5.H.13 介護サービス情報公開更新 (サ ンクル介護保険相談所、グループホームさかえ)

。令和 5。 12.7 胆振総合振興局による実地指導 (富岡ホーム)

・令和 5,12.15 月旦振総合振興局による指定障害者福祉サービス事業者等指導監査 (集団指導)

・令和 6.3.26 安平町による実地指導 (認知症対応型デイサービスセンターサックル)

9.登記事項

。社会福祉法人変更登記 (令和 5年 6月 27日 )令和 5年 6月 26日 理事長の変更 (重任 )
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(グループホームさかえ)

(ケ アサックル)

(GHさ かえ)

57,600円

72,000円

36,000円



。社会福祉法人変更登記 (令和 5年 6月 27日 )令和 5年 3月 31日 資産総額の変更

・所有権保存登記 (令和 5年 7月 7日 )なのはなグループホーム建物

。抵当権設定登記 (令和 5年 7月 7日 )なのはなグループホーム建物 (福祉医療機構 )

。建物表題変更登記 (令和 5年 8月 25日 )富門華指導棟他

・建物所在地番変更登記 (令和 5年 8月 25日 )富門華訓練棟他

・建物滅失登記 (令和 5年 8月 25日 )富門華寮、第二富門華寮建物

・抵当権設定登記 (令和 5年 10月 13日 )富門華指導棟、工芸棟、訓練等他 (福祉医療機構 )

10,定款変更等

・令和 5,8。 13

・令和 5。 9,4

定款変更届 (8/17受 理)基本財産の増加 (なのはなグループホーム建物 )

定款変更認可申請 (9/8認可)基本財産建物の変更 (富門華寮等解体による滅失

と合筆による附属建物の地番変更

11.理事会開催状況 (理事定数 6名 以上 8名 以内 現員 8名 監事定数 2名 現員 2名 )

12.評議員会開催状況 (定数 7名 以上 9名 以内 現員 9名 )

月/日 出席数 監事 審 議 事 項

第 1回 6//9 8//8 2ノ/2

令和 4年度事業報告・会計決算案・監査報告・新たな共同生活援助

事業所なのはな建物に係る登録免許税非課税措置に係る証明願

の提出並びに所有権保存登記の申請について。建物の定款に規定

する基本財産への編入並びに定款変更届の提出について・富門華

寮、第二富門華寮解体後の建物滅失登記の申請並びに基本財産の

減少に伴 う定款の変更及び定款変更認可申請書の提出について 。

次期理事及び監事候補者の選考について 。定時評議員会開催木安 °

評議員候補者 2名 の推薦案

第 2回 6//26 7//8 1/2
理事長の選定・寄附金の受入について

第 3回 3//25 8//8 2//2
令和 5年度補正予算案 。施設長の濃任・給与規程改定案・令和 6

年度事業計画案・令和 6年度予算案

＼ 月 日 出席数 審 議 事 項

第 1回 6//26 7//9

令和 4年度会計決算案並びに監査報告 。新たな共同生活援助事業所なのは

な建物に係る登録免許税非課税措置に係る証明願の提出並びに所有権保存

登記の申請について 。建物の定款に規定する基本財産への編入並びに定款

変更届の提出について・富門華寮、第二富門華寮解体後の建物滅失登記の

申請並びに基本財産の減少に伴 う定款の変更及び定款変更認可申請書の提

出について 。次期理事及び監事の選任
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13。 役員の状況 (令和 6年 3月 31日 現在 )

任期 :令和 5。 6.26～令和 7年度定時評議員会終結時

役 職 氏   名 住    所 備   考

理事長 多 田 政 拓 安平町早来

理  事 戸 田 好 枝 苫小牧市 富門華施設長

〃 廣 川 繁 樹 安平町早来 富門華副施設長

〃 中 田 良 彦 安平町早来 高齢者施設長

〃 平 田 秀 雄 新ひだか町

〃 黒 坂  昭 安平町早来

〃 豊 島  滋 安平町追分

〃 反 保 公 志 札幌市

監 事 鼈  和 英 安平町早来

〃 中 西 猛 雄 札幌市

14.評議員の状況 (令和 6年 3月 31日 現在 )

任期 :令和 3.6.24～令和 7年度定時評議員会終結時

氏 名 住  所 備  考

畑  山 由 起 子 安平町早来

櫻 井 唯 紹 安平町早来

賞 吉 智 子 安平町早来

冨 澤 治 英 安平町遠浅

佐 藤 民 江 厚真町

藤 原 和 夫 安平町早来

高 橋 光 暢 安平町早来 令和 4.3.28～

横 澤 健 二 安平町早来 任期 :令和 9年度定時評議員会終結時迄

小 山 優 子 安平町早来 〃
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